
【第2回】
研究計画の精査と

リサーチクエスチョンの検証

2026年度　SSH特設科目「SSⅡ」

2026年4月23日（木）



高1・高2　年間計画　全体像
前期 後期

高1
「SSⅠ」

総合探究
部分

情報Ⅰ
部分

高2

SSⅡ

情報Ⅰ

プレ探究（半年） 専門的課題探究（1年半）

中間発表 中間発表

専門的課題探究（1年半）

情報デザイン

情報社会と問題解決 データの活用 (DS)

生徒探究
発表会

探究Day

ネットワーク情報のデジタル表現

プログラミング

情報セキュリティ

ゼミ発表



専門的課題研究のイメージ

step1

step2

step3-4

中間目標

step5-6

step1

step7

振り返り

STEP1 研究テーマを決める

STEP2 リサーチクエスチョンを導く

STEP3 仮説を立てる

STEP4 適切な研究方法を選ぶ

中間目標 研究計画書を作成する

STEP5 調査・実験を実施する

STEP6 結果をまとめて考察し、結論を導く

STEP7 研究内容をまとめ、発表する

より高次のRQへ

高1
中間発表

生徒探究
発表会

探究
Day



研究を進めるうえで心がけるべきこと
1. 「課題研究メソッド」を持参し、積極的に参照

感覚ではなくメソッドに沿った研究活動を

2. スケジュール管理の徹底

発表に向けた資料の準備　期日の厳守　

3. 指導教員への報告・連絡・相談を確実に

特にメールの確認と誠実な返信(作法を守ることは最低限)

4. ガイドラインに沿ったアンケート実施　

5. 対話型生成AIの適切な活用



「探究ノート」への記録を！
Classroom　「 【全般】　探究ノート」

★作成のポイント★　

毎回、活動記録は必ず書く！

①今日の予定・目標

②本日の活動内容

③次に行うこと

個人でまとめるワークシートで、

その他の使い方は自由です。

授業開始時

授業終了
5分前



【STEP1】 研究テーマ
 ★ 「何に焦点を当てて研究を行うか」を示すもの

 ★ 「〇〇について研究する」の「○○」に相当する部分

自分の
興味・関心

社会・学術
の話題

研究テーマ



【STEP1】 テーマ設定のポイント
❏ 興味・関心との関連があるか？

❏ 社会的な課題もしくは学術分野との関連を見出せているか？

❏ 抽象的で広くとらえられるような言葉を具体的な文言に言い換えら

れているか？

❏ 研究テーマで取り上げた課題の現状について、客観的なデータを収

集し、理解できているか？

❏ 社会科学系の研究の場合：

→ 関連する制度や法律、歴史的背景を理解しているか？

❏ 自然科学系の研究の場合：

→ 関連する原理や原則、理論（定理など）を理解しているか？



【STEP2】 問いとリサーチクエスチョン
《　課題研究　》

まだ答えの分かっていない「問い」に取り組む。

問い 漠然とした疑問を疑問文の形で表したもの

研究テーマ 何に焦点を当てて研究を行うかを示すもの

リサーチクエスチョン 研究全体で明らかにしたいこと

発展 解決すべき本質的な問い（≒ issue）



インターネット

文献

【STEP1】 先行研究を調べる
先人たちが行った研究の諸業績をふまえる。

論文

先行研究
自分が行おうとしている

研究テーマと同じ分野で

先に発表されている研究



【STEP2】 問いを立てる
問いの種類 問い

言葉の意味や定義を問う「問い」 〇〇の意味は？ 〇〇の定義は？

原因（なぜ）を問う「問い」 なぜ○○は生じているのか？

信憑性を問う「問い」 ○○は本当に生じているのか？

比較を行う「問い」

● 過去にくらべて、○○はどのように変化してい

るのか？

● ○○はどの程度進んでいるのか？

● 他国ではどれくらい○○が進んでいるのか？

● ほかの物質や異なる条件ではどのようになる

のか？



【STEP2】 「問い」を発展させる
研究テーマ

リサーチクエスチョン

研究テーマについて立てた「問い」

身近な疑問

すぐに答えが見つかる問い

上記の答え

新たに立てた問い

すぐに答えが見つからない問い

研究全体で

明らかにしたいこと

漠然とした疑問を

疑問文の形で表したもの



【STEP2】 リサーチクエスチョンの導出
リサーチクエスチョン

「課題研究全体で

　明らかにしていきたい問い」

「問い」を多面的に検証し、

　分解してみよう！

リサーチクエスチョンとして

適切かどうかを検証！
探究ノート (4)



【STEP2】 リサーチクエスチョンの導出
❏ リサーチクエスチョンに用いられている言葉の意味や

定義を理解しているか？

❏ ある問いの答えに対して新たに問いを

立てることで、問いを発展させられているか？

❏ 先行研究や事例から、そのリサーチクエスチョンに

取り組む意義を見出せているか？

❏ 「いつ」「どこ」「だれ」など、

多面的に検証してリサーチクエスチョンを具体化できているか？

❏ 関連する学術分野は何か？

❏ 答えがすぐに見つかるリサーチクエスチョンになっていないか？

❏ 研究を進めるためには何が必要か？それは準備可能か？

❏ 取り組みが可能なリサーチクエスチョンか？



【STEP3】 仮説を立てる
仮説思考

直面する課題に対して、明らかになっている事柄に基づいて、

最初に「仮説」(仮の答え)を立て、

その仮説を検証・修正しながら問題解決を図る思考方法

先行研究調査が大事！

仮説の設定 仮説の検証 仮説の修正

明らかになっている

事柄から確からしい

仮説を立てる段階

調査・実験に基づき、

仮説の正誤を

確認する段階

仮説に誤りがあると

判明した場合に

それを修正する段階



【STEP4】 適切な研究方法を選ぶ
文献調査

(★必須★)

どの研究においても必須。

単なる調べ学習に終わらぬよう、文献を批判的に

読むことを心がけよう。

アンケート調査 目的を明示したうえで、得られる結果を想定しつつ、

読み手にどう伝わるかを踏まえて綿密に練ろう。

インタビュー調査 事前に質問事項を練って、必要な情報を得られるように

しよう。アポを取る際には失礼のないように。

現地調査 長期休みなどを利用して事前に計画を立てて実施しよう。

シミュレーション 主に自然科学分野で行われる。

コンピュータを利用したシミュレーションで実験の代替が可

能かどうか考えてみよう。



【STEP2-4】 これまでの内容を整理

仮説立案

仮説の検証方法の考察

探究ノート(5)

リサーチクエスチョン

研究全体で明らかにしたいこと



【中間目標】 「研究計画」をまとめる
整理してまとめていこう！

1チームあたり

1ファイル

（共同編集）

研究計画書

(1)-(4)部分 探究ノート

1人1ファイル(個別編集)



【Step5-6】研究結果 → 考察・結論
自分たちのリサーチクエスチョンに対し、

研究を通して得られた結論をまとめる。

(5) 研究結果

　文献調査・インタビュー・アンケートの

　結果得られた事実の要約・整理

(6) 考察・結論

　(5)の事実をもとに、それを解釈し、

　何が分かった・分からなかったのかを

　述べる。

研究報告書

 (5)(6)部分



【Step7】今後の展望
今回の研究計画による結論をふまえ、

今後の展望を述べる。

○ リサーチクエスチョンに対して

　 一定の結論が得られたチーム

　→　次に明らかにしたい

　　　新たなリサーチクエスチョンを導出

● リサーチクエスチョンに対して

　 一定の結論が得られなかったチーム

　→　仮説検証の方針の再考

　　　リサーチクエスチョンの再設定

研究報告書 

(7)部分


